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事例５　EEO問題を知っていることは，日本人マネージャーの常識
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⑴�　日本語が流ちょうな日系人であっても，アメリカ人であることを忘れてはなら
ない。

⑹�　採用面接でこうしたEEO（雇用機会均等法）問題が起こらないように，専門の
弁護士と相談して，自社用のApplication Form（応募書類）を作成しておく。

（EEO問題については第１章 事例２及び第２章 事例22も参照してください）




